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は　　じ　　め　　に

　本来勘本列島の大部分は，多層群落の森林でおおわれていた。すなわち，あらゆる環境条件が

多様で，しかも均衡がとれているところでは，多彩で安定した，それぞれの地域特有の森林が成

立していた。しかし，自然状態でも山頂部，海岸，湖沼，河川沿いの様な立地条件のどれか一つ

でも一面的で極端な場合には，森林の成立は困難になる。

　自然環境の中で，森林が発達できないようなきびしい立地条件では，その環境条件のきびしさ

に対応して，まず高木層が欠ける。次いで亜高木層，低木層と欠落して草原状となる。さらに極

端になると高層湿原の様なコケ層を主とした単層群落にまで植生が貧化する。

　箱根火山のカルデラ内に発達している仙石原湿原も，かつては広い面積を占めた湿原であった

といわれている。しかし，長い年月の間に次第に水位が低下して，湿原域はせぽめられていった。

　最：近では，急速な周辺部の道路，別荘建設その他の自然開発や様々な人為的干渉によって，水

位の減少と同時に富養化その他の湿原立地および周辺環境の変化は，湿原植生の質的変化までも

危ぶまれはじめている（宮脇他1969，1973，松浦正郎1973，1977，1978）。昭和9年に国指定さ

れている天然記念物箱根仙石原湿原植物群落とその生育地ならびに隣接している湿原植生および

生育立地環境の保護・保全は神奈川県内に残されている唯一のまとまった面積をもつ低層湿原か

ら中問湿原にいたる多様な湿原地域を構成している植生とその生育地の保護・保全が目的とされ

ている。

　反面仙石原およびその周辺には民家，別荘などの住宅その他の人工施設の増加に伴い，芦ノ湖

の水質保全，住宅環境整備などの目的で箱根仙石原の国指定天然記念物湿原植物群落区域から北

西に約1000m地点に神奈川県土木部下水道諜によって，水質浄化のための施設の建設が計画され

ている。この様な公共施設の計画・建設であっても，天然記念物にまで指定されている仙石原湿

原植生やその生育環境に影響を与えない様に十分な配慮が必要である。むしろ湿原植生の保護・

保全が基本課題としての計薩施行が強く望まれる。

　まず国指定天然記念物箱根仙石原湿原植物群落とその立地，および周辺の湿原植生も含めた生

態学的な植生調査が前提とされる。さらに新しく予定されている県の下水道浄化施設の工事が伯

石原湿原植生に全く影響を与えない様に十分な工事中の植生の持続的な保護監視が必要である。

　本報は，仙石原湿原植生を広域的に現地調査して作製された現状診断レポートである。天然記

念物指定域を中心とした湿原全域およびその周辺の植生調査が実施された。各植生調査資料は，

組成表によって隣接群落や対応群落と比較しながら群落単位が決定された。さらに植生図作製指

針を基礎に国指定天然記念物地域内の縮尺1：500の精度の高い現存植生図が作製された。同蒔

に湿原全域の縮尺1：1000の現存植生図も作製が行われた。

　主な植物群落の土壌断面の調査，とくに地下水位についても調べられた。水質の分析について
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は神奈川県の分析，測定資料を使った。

　以上のように現地調査を主とした現存植生単位の決定，現存穂生の具体的配分図としての各縮

尺の現存植生図が作製された。さらに土壌水分とくに地下水位との関連についての現状診断が植

生，環境の爾面から実施された。

　これらの現状診断図や現状調査資料は，将来の湿原環境や植生変化を客観的に把握するための

生態学的な鏡の役割を果す。

　また公共事業として実施される下水道施設工事やその後の影響が湿原植生やその生育環境にど

の様な影響を与えるかを継続調査するための基礎資料として将来十分な利用が望まれる。

　同時に箱根仙石原湿原植生が将来にわたって確実に保護されるための生態学的な診断・処：方資

料としても役立つ様に期待される。

　本調査に際しては，現地で積極的に地形測量など専門的な立場から御協力載いた神奈川県土木

部下水道課，加藤利昭課長，湯山昭雄前課長，臼井得和技幹をはじめ富田修一課長補佐，荒井邦

長係長，今井雄二氏，西湘下水道整備事務所所長中野目己鬼夫氏，原田禎二技幹，野村栄課長，

故内田武士係長，稲葉定義主任技師，崎村重己技師らに厚く御礼申し上げたい。

　本報告に対しては現地調査に横浜国大環境科学研究センター植生学研究室員と関係者の大部分

が動員された。また標本岡定，学名考証については同センター助教授奥田重俊，秋田県，立大曲農

業高校望月陸夫の両氏に協力戴いた。記して謝意を表したい。植生図作製は別記調査メンバー全

員の共同作業によって行われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮　脇）
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